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教育振興基本計画
（Ｒ５～Ｒ９）

教育基本法

こども基本法

国

地方教育行政法

道

こども大綱
（Ｒ５～※５年程度）

北海道総合教育大綱
（Ｒ７～（予定））

次期北の大地・子ども未来づくり北海道計画
（Ｒ７～（予定））※こども計画として位置付け

連携

【教育振興基本計画（抜粋）】
子供の健やかな成長に向けては、「学び」に係る政策と「育ち」に係る政策の両者が、それぞれの目的

を追求する中で、専門性を高めつつ緊密に連携することが重要であり、教育振興基本計画の推進に当たっ
ては、こども大綱に基づく施策と相互に連携を図りながら取り組む必要がある。

北海道総合教育大綱の改定は、次期北の大地・子ども未来づくり北海道計画の策定と相互に連携
しながら進める。

連携

北海道総合教育大綱の改定に当たっての背景

（基本理念）
・こどもまんなか社会の実現
（基本方針）
・こどもの貧困対策 ・ヤングケアラーへの支援
・こどもの意見表明の機会の確保
・こどもの自殺対策、犯罪などからこどもを守る取組
・いじめや不登校対策

（仮称）北海道こども基本条例
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北海道総合教育大綱改定の進め方

２定 ３定

5/13 第１回総合教育会議

［素案］

団体意見照会

前
日
委
素
案
報
告

［案］

説明

今年度中の大綱改定に向け、
本格的な検討を開始

・大綱に基づく主な取組状況
・大綱改定に当たっての背景

［対象者］
・学校教育関係
・社会教育、子育て支援関係
・文化・スポーツ関係
・産業関係
・医療、保健関係 等

Ｒ６年度

４定 １定

［骨子案］

8/5 第２回総合教育会議

意見交換

大綱改定について、有識者
を交えて、各教育委員と
意見交換

・骨子案
・骨子案の考え方

協議

骨子案について、

各教育委員から意見
聴取し、協議

10月中 第３回総合教育会議

・素案

・骨子案との対比

協議

素案について、

各教育委員から意見
聴取し、協議

前
日
委
骨
子
案
報
告

１月中 第４回総合教育会議

・改定大綱案

・素案との対比

改定大綱案について、

各教育委員から意見
聴取し、協議

前
日
委
改
定
大
綱
案
報
告

パブリックコメント

市町村意見照会

各部、教育庁、
振興局意見照会

［種類］
・一般向けパブコメ
・子ども向けパブコメ

※パブコメの開始について、
関係団体、市町村に周知

改
定
大
綱
決
定

知
事
決
裁

4/1
施行

各部、教育庁、振興局意見照会

反映

説明 説明 説明

協議

反映
反映
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北海道総合教育大綱 改定骨子案の考え方（案）

国の「教育振興基本計画」(R5.6)、こども基本法に基づく「こども大綱」(R5.12)を踏まえた「学び」と
「育ち」に係る政策の緊密な連携を図る観点から、教育を取り巻く環境・社会情勢の変化等を踏まえて、
総合教育会議において協議し、改定（総合教育会議（5月）において説明）

こ
ど
も
大
綱

教育
振興
基本
計画

考慮する要素

 2040年以降の社会を見据えた持続可
能な社会の創り手の育成

総合教育会議(5月)主な意見 改定骨子案への反映

②求められる人間像

①基本理念

人口減少・少子高齢化の更なる進行

 日本社会に根差したウェルビーイン
グ（※）の向上

※身体的・精神的・社会的に良い状態にあることをい
い、包括的な幸福として、将来にわたる持続的な幸
福を含む。

 誰一人取り残されず、全ての人の
可能性を引き出す共生社会の実現

 全てのこども・若者が身体的・精神
的・社会的に幸福な生活を送ること
ができる「こどもまんなか社会」の
実現を目指す

 こども・若者を権利の主体として認
識

 大綱に子どもや家族のウェ
ルビーイングの保障という
観点を入れ、子ども施策と
教育施策の連携を図る

【松本名誉教授】

社会
情勢
変化
等

成年年齢や選挙権年齢の18歳への引下げ

本州並みの猛暑などの気候変動

DXの進展、生成AIの活用

 子どもたちの自己肯定感を
上げることが必要

【教育委員】

 子どもを権利の主体とする
ため「自立」がキーワード

【教育委員】

○教育振興基本計画の要素の反映

 子育て支援施策と教育施策
の連携が一番のポイント

【教育委員】

○こども大綱の要素の反映

○総合教育会議意見を反映
（教育施策と子ども施策の連携・
自己肯定感・自立）

○教育振興基本計画やこども大綱、
社会情勢変化等に加え、新たな
北海道総合計画も踏まえながら
検討

③基本方針

○教育振興基本計画・こども大綱
・社会情勢変化等に伴う取組の
追加

○基本理念の改定の反映主
な
も
の
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① 基本理念
現大綱 改定の方向性

総合教育大綱 改定骨子案検討

誰もが生まれ育った環境に左右されず、
幼児期から安心して質の高い教育を受け、
生涯にわたって学び続けることができる
環境を整え、夢や希望へのチャレンジを
応援する北海道づくりを進めます。

全国を上回るスピードで人口減少や少子高齢化が進み、
広域分散型で人口の偏在・市町村間の格差拡大が見込まれる
北海道では、若者の都市部集中や道外への人口流出などによ
り、地方の過疎化が進行し、地域社会の教育力の低下に加え、
学校数の減少や小規模校化による教育の機会均等や学びの質
の保障などの課題が生じております。こうした北海道が抱え
る課題に的確に対応するとともに、地域社会全体で子どもを
見守り育てていく取組を支える人材の確保に向けた施策を推
進します。

こども大綱（抜粋）

○こども大綱の要素の反映

将来の予測が困難な時代において、未来に向けて自らが
社会の創り手となり、持続可能な社会を維持・発展させ、
個々人が自立して自らの個性・能力を伸長するとともに、多
様な価値観に基づいて地球規模課題の解決等をけん引する人
材を育成します。

○教育振興基本計画の要素の反映

教育振興基本計画（抜粋）

・将来の予測が困難な時代において、未来に向けて
自らが社会の創り手となり、持続可能な社会を維
持・発展

・社会に根差したウェルビーイングの向上を図って
いく

・社会の多様化が進む中、誰一人取り残されること
なく、誰もが生き生きとした人生を享受すること
のできる共生社会の実現

社会の多様化が進む中、生まれ育った環境などにかかわら
ず、誰一人取り残されることなく、誰もが生き生きとした人
生を享受することができる共生社会の実現を目指し、幼児期
から安心して質の高い教育を受け、生涯にわたって学び続け
ることができる環境を整え、夢や希望へのチャレンジを応援
する北海道づくりを進めます。

・「こどもまんなか社会」の実現に向け、こどもや
若者等の意見を取り入れながら、健やかな成長を
社会全体で後押し

・こども基本法及びこどもの権利条約の精神にのっ
とり、こどもや若者を権利の主体として認識

改定骨子案

○総合教育会議意見を反映

総合教育会議(5月)主な意見

・子どもや家族のウェルビーイングの保障
・子ども施策と教育施策の連携を図る
・自己肯定感を上げる
・「自立」がキーワード

４

多様な個人それぞれが幸せや生きがいを感じ、地域や社会
が幸せや豊かさを感じられるものとなるため、子どもたちの
豊かな情操や道徳心を培い、正義感、責任感、自他の生命の
尊重、他者への思いやり、自己肯定感、人間関係を築く力、
社会性などを、教育活動全体を通じて育み、社会に根ざした
ウェルビーイングの向上を図ります。

・多様な価値観に基づいて地球規模課題の解決等を
けん引する人材の育成

道では、教育委員会など関係機関と一
体となり、「チャレンジで夢を叶える」
「ふるさとを誇り、自ら動く」「個性や
違いを力にかえる」ことを視点に、求め
られる人間像を掲げ、人格の形成や、幅
広い知識と教養の修得等により、社会情
勢の大きな変化に適応し、道民一人ひと
りが新たな時代を生き抜いていけるよう、
教育・人づくりに取り組みます。

こども基本法及びこどもの権利条約の精神にのっとり、
子どもや若者を権利の主体として認識し、その意見を取り入
れながら、「こどもまんなか」の考えの下で、「学び」に係
る政策と「育ち」に係る政策の両者が相互に連携して、子ど
もや若者の健やかな成長を社会全体で後押しします。

新

新

新

全国を上回るスピードで人口減少・高
齢化が進行する中、北海道が持続的に発
展していくためには、あらゆる分野にわ
たり、前例にとらわれない新たな発想と
行動力を持つ人材が求められています。
また、グローバル化や情報化の進展に

伴い、学校や社会等でのあらゆる活動は
これまで経験したことのないステージに
移行します。地域の課題解決に向けても、
様々な国籍を持つ方々との協働や、ＡＩ
（人工知能）やＩＣＴ（情報通信技術）
の活用等が今後ますます広がっていくも
のと見込まれます。
社会の変化と教育のあり方は密接に関

わっており、将来を担う子どもたちの可
能性を引き出す教育の推進が求められて
います。

新



② 求められる人間像
現大綱 見直しの検討要素

【求められる人間像】

総合教育大綱 改定骨子案検討

○こども大綱で求める人材

○教育振興基本計画で求める人材

教育振興基本計画（抜粋）

・2040年以降の社会を見据えた持続可能な社
会の創り手の育成

・多様な価値観に基づいて地球規模課題の解
決等をけん引する人材の育成

・社会の一員としての主体性を高め、自らの
意見を表明し、社会づくりに参画できる機
会を保障

・こどもや若者が意見を言いやすい環境をつ
くるため、社会参画・意見反映を支える人
材の育成

見直しの例

◯チャレンジで夢を叶える
夢や課題に、新たな発想で挑戦
する人

▶ 自ら考え、判断し、表現できる
力を持ち、次の時代に向けて、
これまでの価値を磨き上げ、新
たな価値を創り出す

▶ 歴史や経験に学び、夢への挑戦
を続ける

◯ふるさとを誇り、自ら動く
ふるさとを愛し、グローバルな視
点で地域の発展のために行動
する人

▶ 優れた自然環境や豊かな食、独

自の歴史・文化など、輝きを放
つ北海道に生まれ育ったことへ
の誇りと、ふるさとへの愛着を
持ち、北海道の発展に貢献する

▶ グローバルな視点を持ち、コミ
ュニケーション能力を培い、地
域の課題解決等にリーダシップ
を発揮する

◯個性や違いを力にかえる
互いの個性や文化の違いを尊
重し、ともに力を合わせる人

▶ 国籍、文化、言葉、生活習慣等
の違いや、障がいの有無等にか
かわりなく、互いを認め合い、
協働し、個性と多様性が尊重さ
れる社会をつくる

こども大綱（抜粋）

【求められる人間像】

◯チャレンジで夢を叶える
夢や課題に、新たな発想で挑戦する人
▶ 自ら考え、判断し、表現できる力を持ち、次の時
代に向けて、これまでの価値を磨き上げ、新たな
価値を創り出し、持続可能な社会の創り手となる

▶ 歴史や経験に学び、夢への挑戦を続ける

◯ふるさとを誇り、自ら動く
ふるさとを愛し、グローバルな視点で地域の発展
のために行動する人
▶ 優れた自然環境や豊かな食、独自の歴史・文化

など、輝きを放つ北海道に生まれ育ったことへ
の誇りと、ふるさとへの愛着を持ち、北海道の
発展に貢献する

▶ グローバルな視点を持ち、コミュニケーション
能力を培い、多様な価値観に基づいて地域の課
題解決等にリーダーシップを発揮する

◯個性や違いを力にかえる
互いの個性や文化の違いを尊重し、ともに力を合
わせる人
▶ 国籍、文化、言葉、生活習慣等の違いや、障がい
の有無等にかかわりなく、互いを認め合い、協働
し、個性と多様性が尊重される社会をつくる

５

○新たな北海道総合計画で求める人材

新たな北海道総合計画(抜粋)

・新たな挑戦への意欲が集い高め合う
・豊かな学びの機会を通じて未来を担う人材
を育む

・北海道に対する愛着や誇りを育み地域の将
来を担う人材を育てる

・グローバルな視点を持って本道の地域活性
化に貢献する人材の育成

・北海道ならではの歴史や文化の継承・発信、
地域の文化活動を支える人材の育成

◯社会の一員としての主体性を高める
自らの意見を表明し、社会づくりに参画する人
▶ 子どもや若者が意見を言いやすい環境をつくり、
子どもの社会参画・意見反映を支える

新



③ 基本方針
現大綱 改定の方向性

総合教育大綱 改定骨子案検討

こども大綱（抜粋）

○こども大綱の取組の追加

○教育振興基本計画の取組の追加

教育振興基本計画（抜粋）

改定骨子案

Ⅰ 新たな社会を生きる力を育む

基本理念の実現に向け、知事と
教育委員会が緊密に連携しながら、
ライフステージの各段階において、
幼児教育機関、学校、高等教育機
関、家庭、地域、行政、産業界、
各種団体等と一体となり、次の基
本方針により施策を推進します。

【取組の方向性：９項目】

Ⅱ 子どもの学びと成長の環境を
整える

【取組の方向性：11項目】

Ⅲ 地域と産業を担う人を育む

【取組の方向性：７項目】

Ⅳ 生涯を通じて学び続ける人
を育む

【取組の方向性：５項目】

○基本理念の改定の反映

・未来に向けて自らが社会の創り手となり、
持続可能な社会を維持・発展

⇒基本方針Ⅰへ反映
・誰一人取り残されることなく、誰もが生
き生きとした人生を享受することのでき
る共生社会の実現

⇒基本方針Ⅱへ反映

・学校保健、学校給食・食育の充実
・探究・STEAM教育の充実
・持続可能な開発のための教育(ESD)の推進
・教育DXの推進 ・リカレント教育の推進

・医療的ケア児への支援
・ヤングケアラーへの支援
・こどもの自殺対策、犯罪などからこどもを
守る取組の充実

・こどもの意見表明の機会の確保

○社会情勢の変化等に伴う取組の追加

社会情勢変化等

・成年年齢や選挙権年齢の18歳への引下げ
・本州並みの猛暑などの気候変動
・DXの進展 ・ゼロカーボン北海道

Ⅰ 持続可能な社会の創り手を育む

【取組の方向性：14項目】
（追加項目）○学校保健、学校給食・食育の充実
○探究・STEAM教育の充実 ○環境教育の充実
○18歳成年に伴う消費者教育・金融経済教育・
主権者教育等の充実

○持続可能な開発のための教育(ESD)の推進

Ⅱ 誰一人取り残されない子どもの学びと成長
の環境を整える

【取組の方向性：17項目】
（追加項目）○医療的ケア児への支援の充実
○ヤングケアラーへの支援 ○教育DXの推進
○安全・安心な学習環境の確保
○子どもの自殺対策、犯罪などから子どもを
守る取組の充実

○子どもの意見表明の機会の確保

新

新

Ⅲ 地域と産業を担う人を育む

【取組の方向性：７項目】
（拡充項目）
○新たな社会を拓くICT人材や産業人材の育成

Ⅳ 生涯を通じて学び続ける人を育む

【取組の方向性：６項目】
（追加項目） ○リカレント教育の推進

新
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